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Ⅰ．は じ め に

右側胸部誘導に特徴的なST上昇を示すBrugada

症候群とは異なり，左側胸部誘導でのJ波を特徴と

する興味深い特発性心室細動の2例を経験した．

Ⅱ．症　　　例

1．症例1

26歳の男性．突然死の家族歴はなく，過去の検診

で心電図異常を指摘されたこともない．平成11年6

月14日6時40分ごろ，就寝中にうなり声を上げ，そ

の直後に呼吸が停止したことに妻が気づいた．妻が

心肺蘇生法（CPR）を行いながら救急隊の出動を要請

した．救急隊到着時の心電図モニターでは心室細動
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心室細動出現前後に左側胸部誘導でのJ波を特徴とする興味深い特発性心室細動の

2例を経験した．【症例1】26歳の男性．就寝中にうなり声を上げ，その直後に呼吸が

停止したのを妻が確認した．搬送された病院でのVFに対するDCで洞調律に復帰し

た．蘇生後心電図のV3～6誘導にJ波を認めた．精査を行ったが，すべての検査で異

常所見はなく，特発性心室細動と診断された．同年7月，ICD植込み手術を行った．

退院後8日目にelectrical stormとなりVFに対してICDが頻回作動し，再入院となっ

た．そのときの心電図と入院中に再度ICDが作動したときの心電図では，V1～6誘導

でJ波が顕性化していた．イソプロテレノール内服開始後，心電図上のJ波の顕性化

はなく，ICDも作動していない．【症例2】36歳の男性．職場で会話中に突然意識を失

い転倒した．救急隊到着時はVFであった．当施設に搬送された後のDCで洞調律と

なった．症例1と同様に蘇生後心電図のV4～6誘導にJ波を認めたが，その他の検査

所見に異常はなかった．本人の同意が得られず，ICD植込みを行っていない．外来

で経過を観察しているが，失神の再発やホルター心電図検査でのPVC頻発や非持続

性心室頻拍などは認められていない．
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（VF）であり，直流通電（DC）が試みられたがVFが

持続し，CPRが続けられた．搬送された病院での

VFに対する数回のDCで洞調律に復した．蘇生後心

電図は洞調律で心拍数58/分，V1～4でSTが上昇し，

V3～6にJ波を認めた（図1-A）．入院後，徐脈時に左

側胸部誘導のJ波が顕性化し，その後多形性心室頻

拍（polymorphic VT）からVFとなった．血液生化学

検査所見には異常はなかった．心エコー図検査で壁

運動異常はなく，左室駆出率は60％，弁膜病変もな

かった．6月29日，当センターに転院してきた．
201Tl心筋シンチグラフィ，超高速CT，心臓MRIの

各検査でも，心筋の灌流低下，心室壁内脂肪沈着，

形態的異常などの所見はなかった．心臓カテーテル

検査では冠動脈に有意狭窄はなく，アセチルコリン

負荷を行っても心電図変化や冠動脈の狭窄や閉塞は

誘発されなかった．右心室生検で得られた心筋組織

には心筋炎や心筋症を疑わせる所見はなく，ほぼ正

常と考えた．運動負荷心電図検査前後での心電図変

化はなく，心室性不整脈も誘発されなかった．加算

平均心電図検査（SAECG）で遅延電位（LP）は陽性で

あった（図2）．ジソピラミド（2mg/kg，経静脈投与）

負荷を行ったが，右側胸部誘導にはBrugada型ST

上昇は誘発されず，ジソピラミド投与前から観察さ

れていたV4～6誘導のJ波の変化も認められなかった．

心臓電気生理検査を行い，右室心尖部と流出路の有

効不応期はともに200msec（S1S1＝600msec）と正常

であった．各部位から心室3連発期外刺激まで行っ

たがVT/VFは誘発されなかった．7月27日，植込

み型除細動器（ICD）植込み手術を行った．退院後8

日目にelectrical stormとなりVFに対してICDが頻
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図1 12誘導心電図の経時的変化（症例1）
A．蘇生後の心電図：洞調律で心拍数58/分，V1～4でSTが上昇しV3～6にJ波（矢印）を認める．

B．electrical stormのため再入院したときの心電図：V1～6の広範囲でJ波が顕性化．

C．入院中に再度ICDが作動したときの心電図：V1～6の広範囲でJ波が顕性化．

D．メキシレチン内服開始後の心電図：J波は一時的に消失．

E．イソプロテレノール内服開始後の心電図：J波は消失し，以後J波の再発はない．



回に作動し，再入院となった．そのときの心電図と

入院中に再度ICDが作動したときの心電図は，V1～6

誘導でJ波が顕性化していた（図1-B，C）．メキシレ

チン300mg/日内服開始後に心電図上のJ波は一時的

に消失した（図1-D）が，その後も夜間から早朝にか

けて計9回ICDが作動した．ICD作動時に右室心尖

部に留置された心室リード先端で記録された心内心

電図を検討したところ，VFの引き金となる心室性

期外収縮（PVC）は同じ心内心電図波形を示していた

（図3）．メキシレチンの内服を中止してイソプロテ

レノール（ISP）45mg/日を内服開始した後，心電図

上のJ波の顕性化はなく（図1-E），ICDも作動してい

ない．

2．症例2

36歳の男性．既往歴や家族歴に特記すべきことは

なく，検診で心電図異常を指摘されたこともない．

平成11年10月19日18時30分ごろ，職場で会話中に

突然意識を失い転倒した．救急隊到着時のモニター

心電図はVFであり，2回のDCを試みたが洞調律に

復帰せず，当施設に搬送された後のDCで洞調律と

なった．症例1と同様に蘇生後心電図のV4～6誘導に

J波を認めた（図4）が，その後の経過中に消失した．

その他の検査に異常はなく，器質的心疾患を疑わせ

る所見はなかった．SAECGでLPは陰性であった．

心臓カテーテル検査で冠動脈に有意狭窄はなく，ア

セチルコリン負荷試験でも冠動脈の狭窄や閉塞は誘

発されなかった．心臓電気生理検査を行い，右室心

尖部と流出路の有効不応期はともに正常であった．

各部位から心室3連発期外刺激まで行ったが，症例

1と同様にVT/VFは誘発されなかった．その後の経

過中，心電図記録での右側胸部誘導にBrugada型の

ST上昇は観察されなかった．ICD植込みの適応と

考えられたが，本人の同意が得られずICD植込みや

アミオダロンの投与は行っていない．外来で経過を

観察しているが，失神の再発やホルター心電図検査

上でのPVC頻発や非持続性心室頻拍などは認められ

ていない．

Ⅲ．考　　　察

特発性心室細動は心臓突然死のうちの4～18％を
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図2 加算平均心電図（症例1）
LP陽性（矢印）．

fQRSd＝113msec，%RMS40＝8.1%



占めると考えられ，罹患年齢は30歳前後と若く，そ

の約30％の症例が初発後比較的短期間のうちに再発

すると報告されている1）．Brugada症候群は心電図

上の右脚ブロックと右側胸部誘導の特徴的なST上

昇を伴い，高率に突然死をきたす特発性心室細動の

一群である2），3）．同症候群の機序については不明な

点が多いが，右室心外膜側の異常やNa+チャネルの

遺伝子異常が指摘されている4），5）．Antzelevitchは

Brugada症候群に特徴的なST上昇は右室心外膜側

と心内膜側の活動電位勾配に起因することを報告し

ている6），7）．ST上昇には心外膜細胞の一過性外向き

K＋電流（Ito）に関連した活動電位第1相のnotchが関

係し，Itoや他の外向きK＋電流が増加した場合，ま

たは内向き電流のL型Ca2＋電流（ICa-L）やINaが減少し

た場合に，心外膜細胞のnotchがさらに深くなり

domeが消失する．心内細胞ではこのような変化は

起こらないため，心外膜─心内膜細胞間で大きな電

位勾配が生じJ波およびこれに引き続くST部分が上

昇するものと考えられる．また，近接する心外膜細

胞領域でdomeが消失する細胞とdomeが保たれて

いる細胞を認める場合，両心外膜細胞間で再分極時

間のばらつきが生じ，第2相reentryと呼ばれる一

種のリフレクションによりPVCが出現し，VFが誘

発されるものと考えられる．本症候群のST上昇が

INa遮断作用の強いIc群抗不整脈薬で増強し，VF発

作が夜間睡眠中などの副交感神経緊張時に多いこと
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図3 ICD作動時の心内心電図（症例1）
VFの引き金となる心室性期外収縮は，常に同じ心内心電図波形を示した（矢印）．

図4 蘇生後の12誘導心電図（症例2）
V4～6でJ波を認める．
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は，いずれもこの機序で説明可能である8），9）．β受容

体刺激薬であるISPは，β受容体刺激によりICa-Lを増

強することでdomeを回復させ，第1相notchを減少

させてST上昇を改善する．また，ISPの心拍数増加

作用もSTを低下させる方向に作用する10）．

今回，我々は比較的若年で発症した特発性心室細

動の2例を経験した．2例とも男性で，突然死の家

族歴はなく，ともに失神の既往もなかった．また，

ともに心肺停止が確認されてから，bystander CPR

が施されるまでが短時間であり，病院到着時にVF

に対してDCが行われ救命された．蘇生後の経過中

に頻回に記録された12誘導心電図からは両症例とも

にBrugada症候群は疑われなかったが，左側胸部誘

導にJ波が確認された．このJ波の波高は日差，日

内変動を示した．また，症例1ではIa群抗不整脈薬

のジソピラミド負荷を行ったが，Brugada症候群を

示唆するような右側胸部誘導のST変化は誘発され

ず，左側胸部誘導のJ波にも変化はなかった．このJ

波は運動負荷やISP負荷で消失し，徐脈で顕性化す

る傾向にあった．症例1ではelectrical stormのため

再入院したときの心電図でも左側胸部誘導のJ波は

顕性化していた．現在，VF再発予防の目的でISP

の内服を行っているが，内服開始後はVFの再発を

認めていない．J波は日差，日内変動し，抗不整脈

薬，運動負荷，交感神経刺激に対するJ波の変化は

Brugada症候群のST変化と類似している．これら

の点は，J波の成因を考えるうえで興味深いと考え

られる．2例に対して臨床心臓電気生理検査を行っ

たが，どちらもプログラム刺激でVT/VFは誘発さ

れなかった．症例1ではICD植込みを行い，VFに

対してICDが適切に作動した際に記録された心内心

電図を検討した結果，VFは常に同じ心室性期外収

縮から引き起こされていると考えられた．Brugada

症候群と同様に第2相reentryと呼ばれる一種のリ

フレクションによりPVCが出現し，VFが誘発され

た可能性も考えられた．

Ⅳ．結　　　語

現在まで，Ⅱ，Ⅲ，aVF誘導のJ波とST上昇を特

徴とするBrugada症候群類似のいくつかの特発性心

室細動例が報告されている11）～14）．今回，我々が経験

した2例は左側胸部誘導でのJ波を特徴とする興味

深い特発性心室細動症例と考えられた．
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